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「元気の源です」「元気の源です」
　1月23日、三関地区センターで月1回の「三関
昔を語る会」が行われました。
　毎月楽しみにしている皆さんからは、自然と笑
顔がこぼれていました。

　1月23日、三関地区センターで月1回の「三関
昔を語る会」が行われました。
　毎月楽しみにしている皆さんからは、自然と笑
顔がこぼれていました。

Ｐ２　小・中学校統合
Ｐ８　提案型補助金事業を募集します
Ｐ９　湯沢市市制施行10周年記念式典

Ｐ２　小・中学校統合
Ｐ８　提案型補助金事業を募集します
Ｐ９　湯沢市市制施行10周年記念式典
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明治８　創立
明治27　横堀・小野組合学校設立
明治34　高等科設置
明治38　校舎類焼・同11月校舎新築
昭和22　横堀町立横堀小学校と改称
昭和30　町村合併により雄勝町立横
　堀小学校と改称
昭和50　創立百周年記念式典挙行
昭和55　校舎、体育館竣工
昭和56　グラウンド完成
昭和58　文部省地域指定道徳教育公
　開研究会開催
昭和60　創立百十周年記念式典挙行
平成７　創立百二十周年を迎える
平成10　全県スポ少野球大会優勝
平成11　第１回全県小学生ハンドボ
　ール大会優勝
平成16　プール竣工
平成17　市町村合併により湯沢市立
　横堀小学校と改称・第７回全県ハ
　ンドボール大会女子優勝
平成18　大沼杯東北小学生ハンドボ
　ール大会優勝・創立百三十周年を
　記念しタイムカプセルを埋める
平成21　トチの木お別れ集会
平成23　優良ＰＴＡ文部科学大臣表
　彰
平成26年11月15日　閉校式
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　間もなく横堀の里にも春が
来ようとしていますが、季節
の移ろいの中で地域とともに
歩んできた本校は、春の到来
とともに140年の歴史に幕を
下ろすことになります。
　振り返れば明治８年１月18
日、高橋弥一郎先生が校長と
して着任して以来、地域のシ
ンボルとして地域とともに歩
んできました。
　統合となっても、本校が培
ってきた「地域の子どもは地
域が育てる」という流れを絶
やすことなく、子どもたちに
は新たなステージで大きな夢
に向かって頑張ってほしいと
願うものであります。

佐藤 文男
さん

さとう ふみお
50代校長

　140年の歴史を作ってきた
横堀小学校も、今年で閉校と
なります。小学校でのたくさ
んの行事や出来事は、私たち
の大切な思い出になりました。
　その中でも一番印象に残っ
ているのは、トチの木が倒れ
たことです。横堀小学校のシ
ンボルでもあったトチの木が
なくなってしまったときは、
とても悲しくなりました。そ
のトチの木はついたてとなり、
今でもみんなを見守っていま
す。
　横堀小学校は閉校しても、
みんなの心にいつまでも残る
ことでしょう。

西村 優希
さん

にしむら ゆき
児童代表（６年）

　この一年間、子どもたちに
一つでも多くの思い出を残し
たく、地域の皆さま、ＰＴＡ
会員の皆さまの多大なるご協
力のもと、多くの閉校行事を
行ってまいりました。
　何か一つでも大きくなった
ときに思い出してもらえれば
うれしい限りです。
　世の流れとはいえ、140年
間地域の核であった横堀小学
校がなくなるのは本当に寂し
いかぎりですが、子どもたち
には新たに一緒になる仲間と
ともに、新生雄勝小学校で、
何事にも元気に取り組んでほ
しいと願っております。

高橋 昭尚
さん

たかはし あきなお
ＰＴＡ会長
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横堀小学校「運動会」
地域の大人から子どもへの聖火リレー
“伝統を引き継ぐ”

小野小学校「道徳の授業風景」
道徳教育に力を入れている同校。郡市
教育研究会で授業を公開

院内小学校「クロスカントリー」
毎冬、全校児童が取り組んでいるクロ
スカントリー

秋ノ宮小学校「親子森林教室」
昭和45年に結成された “杉の子隊” 学
校林活動は、全国規模で表彰を受賞

須川中学校「ＨＭＳ音楽祭」
東成瀬中学校（Ｈ）、皆瀨中学校（Ｍ）、
須川中学校（Ｓ）３校合同の合唱祭
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須川中学校「ＨＭＳ音楽祭」
東成瀬中学校（Ｈ）、皆瀨中学校（Ｍ）、
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秋ノ宮小学校
祖父母らが守り育てた
豊かな自然から
多くを学んだ136年

佐井 敏夫
さん

さい としお
48代校長

木村 直人
さん

きむら なおと
児童代表（６年）
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すぎ まさえい
ＰＴＡ会長

秋
ノ
宮
小
学
校　

校
歌

作
詞 

村
上
康
二
郎　

作
曲 

柿
崎
か
く
司

一　

真
木
沢
水
の　

清
流
を

　
　

う
け
て
伸
び
ゆ
く　

学
び
舎
に

　
　

吾
等
は
集
い　

た
ゆ
み
な
く

　
　

平
和
と
文
化
に　

手
を
結
び　

　
　

秋
小
吾
等　

学
び
ゆ
く

二　

宮
月
殿
蓋　

役
内
の

　
　

山
と
森
と
の　

影
う
つ
し

　
　

流
れ
て
や
ま
ぬ　

川
ほ
と
り

　
　

強
く
明
る
く　

語
ら
い
て

　
　

秋
小
吾
等　

育
ち
ゆ
く

三　

高
さ
を
誇
る　

神
室
山

　
　

四
季
を
か
ざ
り
て 

と
り
ど
り
に

　
　

学
び
の
窓
の　

明
け
暮
れ
に

　
　

理
想
を
語
り　

夢
を
呼
ぶ

　
　

秋
小
吾
等　

伸
び
ゆ
か
ん

秋
ノ
宮
小
学
校　

校
歌

作
詞 

村
上
康
二
郎　

作
曲 

柿
崎
か
く
司

一　

真
木
沢
水
の　

清
流
を

　
　

う
け
て
伸
び
ゆ
く　

学
び
舎
に

　
　

吾
等
は
集
い　

た
ゆ
み
な
く

　
　

平
和
と
文
化
に　

手
を
結
び　

　
　

秋
小
吾
等　

学
び
ゆ
く

二　

宮
月
殿
蓋　

役
内
の

　
　

山
と
森
と
の　

影
う
つ
し

　
　

流
れ
て
や
ま
ぬ　

川
ほ
と
り

　
　

強
く
明
る
く　

語
ら
い
て

　
　

秋
小
吾
等　

育
ち
ゆ
く

三　

高
さ
を
誇
る　

神
室
山

　
　

四
季
を
か
ざ
り
て 

と
り
ど
り
に

　
　

学
び
の
窓
の　

明
け
暮
れ
に

　
　

理
想
を
語
り　

夢
を
呼
ぶ

　
　

秋
小
吾
等　

伸
び
ゆ
か
ん

院内小学校
東洋一とうたわれた
産業と文化の地で
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　昨年から地域の皆さまにご
協力いただき、院内の歴史や
文化、産業との触れ合いを重
視した、院内「再発見」の機
会を増やしてきました。10年
後、20年後に故郷を思うきっ
かけになればと思っています。
　私も院内小学校の卒業生で
す。地域から学校がなくなる
ことは本当に残念ですが、子
どもたちには、雄勝小学校で、
院内で培った力をさらに高め
るように、同年代の多くの仲
間とともに頑張ってほしいと
願っております。
　地域の皆さまには、さまざ
まな学校活動を支えていただ
き、心より感謝申し上げます。

　一番思い出に残っているの
は運動会です。特に今年は最
後の運動会で、チームのリー
ダーとして頑張りました。残
念ながら１位にはなれません
でしたが、リレーなど、みん
なで力を合わせて取り組むこ
とができたと思います。
　院内には、有名な院内銀山
や館山があり、学校でもいろ
いろと勉強しました。地域の
自慢です。これからも有名で
あってほしいと思っています。
　１年生から５年生までは雄
勝小学校に行くことになりま
す。人見知りの子もいると思
いますが、新しい仲間と仲良
く頑張ってほしいと思います。

　院内小学校は開校以来140
年間歴史と伝統を受け継ぎ、
院内地区の教育・地域活動の
拠点として大きな役割を果た
してきました。
　来春から小学校がなくなる
ことはとても寂しいことです
が、子どもたちにとって最善
の選択であったという結果を
残してほしいと願っています。
　開校する「雄勝小学校」では、
各地域の伝統と風土を継承し
た教育や、文化の教えを大切
にしてほしいと希望します。
　子どもたちが伸び伸びと明
るく学校生活を送られるよう、
これからも地域の皆さんと見
守っていきたいと思います。

明治７　上下院内村組合をもって院
　内小学校として創立
明治12　雄嶽小学校分離開設（15年
　併合）
明治26　校舎新築移転（田用橋61）
明治37　校舎類焼（全焼）
明治39　新校舎竣工（在籍596人）
大正11　白銀小学校合併・白銀分教
　場設置（昭和９年廃止）
昭和12　校舎増築・体操場改築
昭和22　院内町立院内小学校となる
　（中学校併設）
昭和24　南沢冬季分校開設（～50年
　度）
昭和28　院内中学校校舎竣工し移転
昭和30　町村合併により雄勝町立院
　内小学校と改称
昭和45　プール竣工
昭和49　創立百周年記念式典挙行、
　校旗・校歌制定
昭和54　現在地に新校舎竣工し移転
昭和56　グラウンド整備完了、足洗
　い場完成（～58年）
昭和58　文部省指定道徳教育共同推
　進校
昭和62　ＰＴＡ創立四十周年記念事業
平成９　郡市スキー大会女子リレー
　７連覇達成
平成12　校舎大規模改造工事実施・
　在籍児童が100人を割る
平成13　体育館改修工事実施
平成14　山本護太郎さんの寄附によ
　るビオトープ完成
平成16　創立百三十周年集会
平成17　市町村合併により湯沢市立
　院内小学校と改称
平成26年11月16日　閉校式

140年の歴史（抜粋）

　秋ノ宮小学校の特色といえ
る学校林を活用した「森林教
室」。全国・全県、そして各
種団体から高い評価を受け、
多くの賞を受賞してきました。
実際に山に入り、自分で木を
植える、先輩たちが植えた木
の成長を観察するといった貴
重な体験ができたのも、地域
の皆さまに支えていただいた
からこそと、本当にありがた
く、心より感謝申し上げます。
　少人数の学校ならではの良
さが生きている秋ノ宮小学校。
閉校は残念ではありますが、
子どもたちには今まで培って
きた力を発揮し、今後も活躍
してほしいと願っております。

中川 一志
さん

なかがわ ひとし
37代校長

　私は、６年間で森林教室が
一番心に残りました。１年生
の時に自分の杉の木を植え、
それからずっと成長が楽しみ
でした。その他にも、みんな
で話をしながら山登りをして、
いろいろな植物を見つけて本
当に楽しかったです。
　秋ノ宮小学校は今年でなく
なってしまうけれど、１年生
から５年生までの人たちには、
新しい小学校での生活が待っ
ています。雄勝小学校に行っ
ても、元気で楽しく、学校生
活を送ってほしいです。
　私も４月から中学生。不安
はありますが、勉強と部活を
両立できるよう頑張ります。

菅 さくら
さん

すが さくら
児童代表（６年）

　創立136年の歴史ある秋ノ
宮小学校も、今年の３月で惜
しまれつつ閉校となります。
創立以来、学校運営だけでは
なく、歴代の地域の皆さまの
お力添えとご協力に支えられ
た年月でもありました。
　それぞれの年代で思い出は
さまざまだと思いますが、こ
の１年間、ＰＴＡ会員の皆さ
まと地域の皆さまのご協力の
もと、多くの閉校行事を行っ
てきました。秋ノ宮小学校が
なくなるのは寂しいですが、
子どもたちにはこれから一緒
になる仲間とともに、雄勝小
学校で多くの思い出をつくっ
てほしいと願っております。

樋口 良治
さん

ひぐち りょうじ
ＰＴＡ会長

明治11　中村・川井・役内三村連合
　の秋ノ宮小学校創立
明治43　川井・役内地区に秋ノ宮第
　二小学校を設置し、本校を秋ノ宮
　第一小学校と改称（開校記念日）
大正12　校舎火災のため全焼。同年
 12月校舎を新築
昭和30　町村合併により雄勝町立秋
　ノ宮小学校と改称
昭和31　屋内体操場新築落成
昭和35　学校林へ計画的植林開始
昭和43　校舎（旧校舎）新築落成
昭和45　杉の子隊結成
昭和47　全国学校造林コンクールで
　特選および文部大臣賞等受賞
昭和51　全国学校造林コンクールで
　特選受賞
昭和53　創立百周年記念式典挙行・
　プール竣工
昭和58　文部省指定道徳教育共同推
　進校として公開研究会開催
昭和63　創立百十周年記念式典挙行
平成４　全国育樹祭でみどりの奨励
　賞、優秀賞、松本賞受賞
平成８　新校舎竣工・緑の少年団「内
　閣総理大臣賞」受賞
平成10　創立百二十周年記念に学校
　案内板設置・学校林造林地宮月「喜
　びの山」に杉の苗150本を植樹
平成12　全国植樹祭で全日本学校緑
　化コンクール学校林等活動の部で
　特選受賞。併せて農林水産大臣賞、
　日本放送協会長賞受賞
平成17　市町村合併により湯沢市立
　秋ノ宮小学校と改称
平成23　中山小学校と統合
平成26年11月16日　閉校式

136年の歴史（抜粋）
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須川中学校
前向きに、そしてひたむきに
“須川魂” を育んだ67年

小野小学校
住民の熱い思いとともに
“地域の宝” を守り育てた139年

須
川
中
学
校　

校
歌

作
詞 

高
橋
一
郎　

作
曲 

佐
藤
京
二

一　

梅
ヶ
台
の
空　

朝
明
け
て

　
　

は
る
か
に
な
び
く　

雲
の
色

　
　

花
咲
き
か
お
る　

こ
の
庭
に

　
　

勉
め
励
み
て　

学
び
ゆ
く

　
　

わ
れ
ら　

須
川
中
学
校

二　

群
山
高
く　

そ
び
え
い
て

　
　

あ
ま
ね
く
わ
た
る　

陽
の
光

　
　

紫
匂
う　

こ
の
丘
に

　
　

真
理
の
道
を　

究
め
ゆ
く

　
　

わ
れ
ら　

須
川
中
学
校

三　

山
河
の
瀬
は　

清
く
し
て

　
　

流
れ
に
浮
か
ぶ　

稲
の
花

　
　

み
の
り
豊
か
な　

こ
の
郷
土
に

　
　

理
想
を
高
く　

か
か
げ
ゆ
く

　
　

わ
れ
ら　
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中
学
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作
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佐
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梅
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台
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け
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は
る
か
に
な
び
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雲
の
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咲
き
か
お
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勉
め
励
み
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び
ゆ
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わ
れ
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須
川
中
学
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群
山
高
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そ
び
え
い
て

　
　

あ
ま
ね
く
わ
た
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陽
の
光

　
　

紫
匂
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こ
の
丘
に

　
　

真
理
の
道
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究
め
ゆ
く

　
　

わ
れ
ら　

須
川
中
学
校

三　

山
河
の
瀬
は　

清
く
し
て

　
　

流
れ
に
浮
か
ぶ　

稲
の
花

　
　

み
の
り
豊
か
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郷
土
に

　
　

理
想
を
高
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か
か
げ
ゆ
く

　
　

わ
れ
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須
川
中
学
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小
野
小
学
校　

校
歌

作
詞 

高
橋
順
慥　

作
曲 

大
野
桂
二

一　

古
き
歴
史
に　

輝
け
る

　
　

誇
り
ぞ
高
き　

わ
が
郷
土

　
　

こ
の
伝
統
を　

身
に
う
け
て

　
　

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
正
し
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伸
び
ゆ
か
ん

　
　

あ
あ　

栄
光
の　

小
野
小
学
校

二　

茂
る
山
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澄
め
る
川

　
　

資
源
も
豊
け
き　

わ
が
郷
土

　
　

自
然
の
恵
み
を　

守
り
ぬ
き

　
　

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
健
や
に 

伸
び
ゆ
か
ん

　
　

あ
あ　

夢
多
き　

小
野
小
学
校

三　

う
ま
ぬ
は
げ
み
の　

稲
穂
波

　
　

風
雪
す
さ
ぶ　

日
も
あ
れ
ど

　
　

苦
楽
を
共
に　

分
か
ち
あ
い

　
　

わ
れ
ら 
わ
れ
ら
の
集
い 

固
か
ら
ん

　
　

あ
あ　
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校
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歌
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高
橋
順
慥　

作
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大
野
桂
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古
き
歴
史
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輝
け
る

　
　

誇
り
ぞ
高
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わ
が
郷
土

　
　

こ
の
伝
統
を　

身
に
う
け
て

　
　

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
正
し
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伸
び
ゆ
か
ん

　
　

あ
あ　

栄
光
の　

小
野
小
学
校

二　

茂
る
山
脈　

澄
め
る
川

　
　

資
源
も
豊
け
き　

わ
が
郷
土

　
　

自
然
の
恵
み
を　

守
り
ぬ
き

　
　

わ
れ
ら 

わ
れ
ら
健
や
に 

伸
び
ゆ
か
ん

　
　

あ
あ　

夢
多
き　

小
野
小
学
校

三　

う
ま
ぬ
は
げ
み
の　

稲
穂
波

　
　

風
雪
す
さ
ぶ　

日
も
あ
れ
ど

　
　

苦
楽
を
共
に　

分
か
ち
あ
い

　
　

わ
れ
ら 
わ
れ
ら
の
集
い 

固
か
ら
ん

　
　

あ
あ　

進
展
の　

小
野
小
学
校

　35年前、教師として初めて
赴任したのが小野小学校でし
た。現在、そのころの教え子
たちは家庭を築き、子どもを
育て、先祖からの土地を守り、
地域に貢献しながら立派に暮
らしていました。その成長し
た姿に、込み上げるものを感
じました。
　地域の皆さまには、「小野
っ子守り隊」の温かい活動に
代表されるように、子どもた
ちを「地域の宝」として守り
育てていただいたことと、学
校教育に惜しみないご支援・
ご協力をいただいたことに、
小野小学校最後の校長として、
心より感謝申し上げます。

大山 史子
さん

おおやま ふみこ
48代校長

　６年生としても小野小学校
としても最後となった運動会。
１年生からずっと最下位チー
ムでしたが、最後に大勢の地
域の人たちが参加してくれた
中で１位をとることができた
ことがとてもうれしかったで
す。また、餅つき交流会など
たくさんの行事で、地域の人
たちと交流できたことが、本
当に良い思い出になりました。
　１年生から５年生までの皆
さんは、新しい雄勝小学校で
ほかの学校の人たちと一緒に
なります。小野小学校の仲間
だけで活動するのではなく、
新しい仲間と仲良く、一緒に
頑張ってほしいと思います。

門脇 悠羽
さん

かどわき ゆう
児童代表（６年）

　ＰＴＡ会長、また卒業生と
して、139年続いた小野小学
校がなくなることは本当に残
念で寂しい気持ちです。
　これまでも、地域の皆さま
には学校そしてＰＴＡ活動に
惜しみないご協力をいただき
ました。そして今年一年間は、
閉校行事ということで地域を
挙げてご協力いただき、子ど
もたちへ良い思い出をつくる
ことができました。
　小野小学校は閉校となりま
すが、子どもたちには、雄勝
中学校そして新生雄勝小学校
で、多くの仲間とともに、臆
することなく、おおらかに頑
張ってほしいと願っています。

小野垣 圭一
さん

おのがき けいいち
ＰＴＡ会長

明治８　桑崎学校、小野学校として
　設立
明治14　桑崎尋常小学校設立
明治34　小野村立小野尋常高等小学
　校となる
明治35　現在地に新校舎竣工・移転
昭和11　尋常科613人、高等科113人
　在籍
昭和22　小野村立小野小学校・小野
　中学校となる
昭和23　北校舎増築工事竣工
昭和28　中央校舎改築工事竣工
昭和30　町村合併により雄勝町立小
　野小学校と改称
昭和36　北校舎改築工事竣工
昭和46　プール竣工
昭和50　創立百周年記念式典挙行・
　校歌制定
昭和56　文部省指定道徳教育共同推
　進校（～58年）
昭和59　校舎全面改築・創立百十周
　年記念事業実施（～60年）
平成16　東北子どもサミット秋田県
　代表校となる
平成17　市町村合併により湯沢市立
　小野小学校と改称・文部科学省研
　究校に指定（豊かな体験推進事業）
　・開校百三十周年日を迎える
平成26年10月11日　閉校式

139年の歴史（抜粋）
昭和22　須川村立須川中学校創立
昭和24　新田分校竣工・校章制定
昭和25　本校舎竣工
昭和26　体育館竣工
昭和28　泥湯分校新設（36年廃校）
昭和30　市町村合併により湯沢市立
　須川中学校と改称
昭和36　校歌制定
昭和52　プール竣工
昭和53　新体育館竣工
平成元　新校舎竣工
平成９　創立50周年記念式典挙行
平成12　新田分校閉校
平成19　創立60周年記念式典挙行
平成21　全日本アンサンブルコンテ
　スト東北大会出場（サクソフォン
　四重奏）・東日本学校吹奏楽大会
　中学校コンクール部門出場
平成22　全日本アンサンブルコンテ
　スト東北大会出場（サクソフォン
　三重奏）・東日本学校吹奏楽大会
　中学校コンクール部門出場・湯沢
　市民栄誉章受章（吹奏楽部）
平成23　吹奏楽コンクール東北大会
　出場（小編成の部）・東日本吹奏
　楽大会中学校コンクール部門出場
　湯沢市民栄誉章受章（吹奏楽部）
平成24　全日本吹奏楽コンクール東
　北大会小編成の部金賞・第16回東
　日本学校吹奏楽大会コンクール部
　門銀賞
平成26年11月15日　閉校式

67年の歴史（抜粋）

　子どもたちを見守る地域の
温かい目、学校を支えようと
いう思いを強く感じ、本当に
ありがたいと心から感謝して
おります。また、閉校に際し、
残念、惜しいと何度も声を掛
けていただき、地域の中に学
校がある重み、学校の役割を
改めて感じています。
　子どもたちは地域の皆さま
に支えられ、愛され、須川の
良さをいっぱいに感じて育ち、
何事にもひたむきに、逃げず、
前に進む、先輩方から引き継
がれてきた「須川魂」をもっ
て育ちました。その良さをこ
れからも生かして一生懸命頑
張ってほしいと願っています。

鈴木 美津子
さん

すずき みつこ
21代校長

　２・３年生20人という少な
い人数での最後の学校祭。一
人で何役もこなし大変でした
が、一致団結して今まで以上
の学校祭ができました。地域
の皆さんも大勢見に来てくれ
たことも心に残る思い出です。
　総合の学習で卒業生にイン
タビューをした際に、先輩方
の学校への強い思いを感じ、
自分たちがしっかりと最後を
締めくくらなければという思
いにつながっています。
　来年度２年生は湯沢南中学
校で学びます。人数も環境も
違いますが、やることは同じ。
湯沢南中学校の活性化のため
に頑張ってほしいと思います。

佐藤 柊斗
さん

さとう しゅうと
生徒代表（３年）

　須川中学校は67年間の長い
歴史を閉じようとしています。
　最後の年度は新入生は一人
もおらず、入学式が行われな
い異例の年度となり、また全
校生徒20人と保護者の人数と
合わせても少なく、ＰＴＡ活
動も縮小や中止を余儀なくさ
れたものもありました。
　それでも生徒たちは部活動
や文化活動で優秀な成績を収
め、歴史に足跡を残しました。
閉校になっても生徒たちの須
川中魂は生き続けると確信し
ています。これまで支援して
くださった地域の皆さまをは
じめ、関わりのあった多くの
かたがたに感謝申し上げます。

柴田 　栄
さん

しばた さかえ
ＰＴＡ会長
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湯
沢
市
と
宮
城
県
栗
原
市
、
岩
手
県
一

関
市
、
東
成
瀬
村
で
組
織
す
る
「
ゆ
っ
く

り
ひ
と
め
ぐ
り
栗
駒
山
麓
連
絡
会
議
」
主

催
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
が
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◯
入
賞
者

　

▼
最
優
秀
賞
「
春
、
生
ま
れ
る
。」

　
　

及
川
俊
弘
さ
ん
（
宮
城
県
登
米
市
）

　

▼
優
秀
賞
・
湯
沢
市
長
賞

　
　
「
わ
ー
す
ご
い
！
」

　
　

五
十
嵐
信
一
さ
ん（
秋
田
県
横
手
市
）

　

▼
優
秀
賞
・
栗
原
市
長
賞

　
　
「
ま
も
な
く
里
帰
り
」

　
　

小
野
寺
亨
さ
ん
（
宮
城
県
栗
原
市
）

　

▼
優
秀
賞
・
一
関
市
長
賞

　
　
「
花
咲
く
一
本
松
」

　
　

足
利
義
信
さ
ん
（
岩
手
県
一
関
市
）

　

▼
優
秀
賞
・
東
成
瀬
村
長
賞

　
　
「
湿
原
朝
景
」

　
　

伊
藤
利
喜
雄
さ
ん（
岩
手
県
一
関
市
）

　

▼
入
選
「
春
遠
か
ら
じ
」

　
　

渡
邊
興
次
さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
市
）

　

▼
入
選
「
正
統
派
」

　
　

中
嶋
敬
治
さ
ん（
岩
手
県
大
船
渡
市
）

　

▼
入
選
「
湖
面
に
浮
か
ぶ
秋
景
色
」

　
　

由
利
嘉
智
彦
さ
ん（
秋
田
県
湯
沢
市
）

　

▼
入
選
「
枯
木
も
山
を
飾
る
」

　
　

高
橋
弘
さ
ん
（
岩
手
県
花
巻
市
）

　

▼
入
選
「
湿
原
の
寒
い
夜
明
け
」

　
　

藤
江
健
一
さ
ん
（
岩
手
県
一
関
市
）

◯
問
い
合
わ
せ　

ま
る
ご
と
売
る
課
観
光

　

物
産
班
（
☎
55
8
1
8
0
）
へ

「
ゆ
っ
く
り
ひ
と
め
ぐ
り
」

栗
駒
山
麓
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

▲最優秀賞「春、生まれる。」

お
の
で
ら

と
お
る

い
が
ら
し

し
ん
い
ち

あ
し
か
が

よ
し
の
ぶ

わ
た
な
べ

こ
う
じ

な
か
じ
ま

け
い
じ

ゆ　

り

か
ち
ひ
こ

た
か
は
し
ひ
ろ
し

ふ
じ
え

け
ん
い
ち

い
と
う

り　

き　

お

お
い
か
わ

と
し
ひ
ろ

　

地
域
自
治
組
織
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
町
内
会
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
が

自
ら
企
画
・
実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
要
項
お
よ
び
申
請
用
紙
は
、

く
ら
し
の
相
談
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
で
配

付
し
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

詳
細
は
、下
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
算
の
都
合
上
、
内
容
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象　

市
内
で
活
動
し
、
規
約
ま
た

は
会
則
が
あ
り
、
適
正
に
会
計
処
理
が
行

わ
れ
て
い
る
団
体
で
、
会
員
が
5
人
以
上

で
構
成
さ
れ
る
非
営
利
の
団
体

※

特
定
の
宗
教
ま
た
は
政
党
の
た
め
の
活
動

を
目
的
と
す
る
団
体
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

○
申
請
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、  

く
ら
し
の
相
談
課
市
民
協
働
班
へ
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

○
選　
　

考　

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、評
価
市
民
会
議
委
員
が
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
市
長
が
補
助
対
象
事

業
を
選
考
し
ま
す

○
申
請
期
限　

4
月
3
日
㈮

※

七
月
三
十
一
日
㈮
を
申
請
期
限
と
し
た
第

二
回
目
の
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
八
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相

　

談
課
市
民
協
働
班
（
☎
55
8
0
3
3
、

　

FAX
72
9
6
1
1
、　kurashi@

city.yuza

　

w
a.lg.jp

）
へ

市
民
の
皆
さ
ん
の

　
知
恵
を
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
提
案
型
補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

▲公開プレゼンテーションの様子

■補助金の概要

　次の全てに該当する事業が
補助対象となります
①27年度内に市内で実施する
　事業
②実施計画と収支計画が明確
　である事業
③市の財源による他の補助金
　などを受けていない事業
④営利を目的とした事業でな
　いこと
⑤政治的または宗教的な事業
　でないこと
⑥地域固有の祭りやイベント
　と認められる事業でないこ
　と
⑦事務および事業に係る全て
　の業務を委託する事業でな
　いこと
⑧施設の管理運営費用が主と
　なる事業でないこと
⑨補助決定前に終了した事業
　でないこと

補助対象経費の80％
以内
補助限度額は16万円
（補助下限額は8万円）

これからまちづくり活動
を始めようとする市民活
動団体が実施する事業に
対して補助する

地域自治組織が地域課題
解決のために実施する事
業に対して補助する 

地域自治組織を除く市民
活動団体が実施する公益
性のある事業に対して補
助する 

補助対象経費の80％
以内
補助限度額は80万円
（補助下限額は8万円）

はじめの一歩型
事業 

地域課題解決型
事業 

市民提案型事業

補助の種類 内　　　容 補助率と補助限度額 
（下限額） 補助対象となる事業の要件

湯
沢
市
市
制
施
行

　
　
10
周
年
記
念
式
典

と
　
き

3
月
22
日
日

と
こ
ろ

湯
沢
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

開
場　

午
前
9
時

式
典　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

湯
沢
市
は
、
三
月
二
十
二
日
に
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
次
の
と
お
り
「
湯
沢
市
市
制
施
行

十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。　

◯
内　

容　

市
の
功
労
者
の
顕
彰
お
よ
び

　

感
謝
状
の
贈
呈
の
ほ
か
、
市
の
花
・
木
・

　

鳥
の
発
表
、
湯
沢
雄
勝
吹
奏
楽
連
盟
の

　

皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま
す

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班
（
☎
73

　

2
1
1
2
）
へ　

　

湯
沢
市
は
、
三
月
二
十
二
日
に
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
次
の
と
お
り
「
湯
沢
市
市
制
施
行

十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。　

◯
内　

容　

市
の
功
労
者
の
顕
彰
お
よ
び

　

感
謝
状
の
贈
呈
の
ほ
か
、
市
の
花
・
木
・

　

鳥
の
発
表
、
湯
沢
雄
勝
吹
奏
楽
連
盟
の

　

皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
を
行
い
ま
す

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
班
（
☎
73

　

2
1
1
2
）
へ　



　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
Ｉア

イ

Ｃシ
ー

チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ

て
い
る
電
子
証
明
書
で
、
ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
な

ど
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
行
政
手
続
き
に
利

用
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
庁
舎
市

民
課
と
各
総
合
支
所
が
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
事
務
の
見
直
し
に
よ
り
、
四

月
か
ら
は
各
総
合
支
所
で
の
窓
口
を
廃
止

し
、
本
庁
舎
市
民
課
の
み
で
取
り
扱
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
住
民
班
（
☎
73

2
1
1
6
）
へ

【
湯
沢
市
内
に
避
難
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
】

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
し
た
市

町
村
か
ら
別
の
市
町
村
に
避
難
し
て
い
る

か
た
へ
「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」

の
登
録
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
の
た
め
に
避
難
先
市
町
村
に
現
住

所
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
と
、
避
難
元

の
県
や
市
町
村
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ
が

届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
情
報
提
供

を
し
て
い
な
い
場
合
や
避
難
先
を
異
動
、

避
難
を
終
了
し
た
場
合
は
、
避
難
先
市
町

村
へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
班

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

3
月
5
日
㈭
午
後
2
時
〜
3

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
演　

題　

農
業
立
国
に
舵
を
切
れ

◯
講　

師　

山や
ま

下し
た

一か
ず

仁ひ
と

さ
ん
（
キ
ャ
ノ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
政
班
（
☎
73

2
1
3
3
）
へ

　

一
月
二
十
二
日
付
で
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な

支
援
者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

佐さ

藤と
う

昌し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
皆
瀬
地
域
／
貝
沼
）

■
主
任
児
童
委
員

　

栗く
り

原は
ら

晃こ
う

二じ

さ
ん
（
稲
川
地
域
）

○
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

◯
募
集
種
目　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・

技
能
）

◯
資　

格　

▽
一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
人
、
▽
技
能
＝
18
歳
以
上
で
国
家

免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
人

◯
応
募
期
限　

3
月
24
日
㈫

◯
試
験
日　

4
月
12
日
㈰

※
詳
細
は
受
け
付
け
後
に
連
絡
し
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋

田
地
方
協
力
本
部
横
手
地
域
事
務
所

（
☎
0
1
8
2
32
3
9
2
0
）
へ

　

高
速
道
路
は
一
方
通
行
で
す
。
逆
走
行

為
は
第
三
者
を
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、注
意
標
識
・
路
面

標
示
で
進
行
方
向
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

行
き
先
を
間
違
え
た
り
行
き
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
場
合
は
次
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
降
り
て
く
だ
さ
い
。

　

本
線
上
や
料
金
所
付
近
で
Ｕ
タ
ー
ン
や

バ
ッ
ク
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（
☎
0
5
7
0
―

0
2
4
―
0
2
4
）
へ

◯
と　

き　

3
月
13
日
㈮
午
後
2
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

第
一
研
修
室

◯
問
い
合
わ
せ　

県
南
オ
カ
リ
ナ
湯
沢
室

　

日
高
見
（
☎
0
9
0
―
4
9
1
8
―

4
6
7
4
）
へ

各
総
合
支
所
で
の

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

窓
口
を
廃
止
し
ま
す

自
衛
官
募
集

高
速
道
路
に
お
い
て

逆
走
事
故
が　
　

多
発
し
て
い
ま
す

オ
カ
リ
ナ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2015.03.01
11

2015.03.01
10

「
全
国
避
難
者

情
報
シ
ス
テ
ム
」

登
録
に
つ
い
て

市
民
と
の
パ
イ
プ
役

  

生
活
の
相
談
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

湯
沢
市
農
事
講
演
会

◯
と　

き　

3
月
12
日
㈭
〜
16
日
㈪

◯
と
こ
ろ　

市
本
庁
舎
一
階
市
民
ロ
ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
山
岳
会
事
務
局

　

加
藤
（
☎
0
9
0
―
3
1
2
0
―
2
4

 

8
2
）
へ

◯
と　

き　

3
月
8
日
㈰
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
講　

師　

池い
け

田だ

吉よ
し

男お

さ
ん
（
秋
田
市
）

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
羽
後
秋
田
支
部
事
務
局
佐
藤
（
☎
73

4
8
6
5
）
へ

◯
と　

き　

3
月
5
日
㈭
、
19
日
㈭
／
①

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
②
午
後
6

時
30
分
〜
7
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
参
加
料　

千
円（
初
回
体
験
は
五
百
円
）

◯
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ヨ
ガ
Ｓ

ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
吉
岡
（
☎

0
9
0
―
5
4
0
5
―
7
7
3
1
）
へ

◯
と　

き　

3
月
14
日
㈯
午
後
6
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
曲　

目　

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
組
曲
、

英
雄
の
証
、
ほ
か

◯
入
場
料　

五
百
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
吹
奏
楽
愛
好
会

　

島
津
（
☎
72
2
9
9
5
）
へ

◯
と　

き　

3
月
14
日
㈯
午
後
1
時
〜
5

時
◯
と
こ
ろ　

院
内
地
区
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

▼
講
演
＝
金
山
町
の「
街
並

み
景
観
づ
く
り
100
年
運
動
」
と
は
／
講

師
＝
鈴す
ず

木き

洋ひ
ろ
し

さ
ん（
山
形
県
金
山
町
長
）

▼
研
究
発
表
＝「
院
内
の
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
、水
と
木
材
の
利
用
」「
い
ん
な
い
ス

マ
ー
ト
・
バ
レ
ー
構
想
」▼
意
見
交
換
会

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
が
ち
ふ

る
さ
と
学
校
会
田（
☎
78
6
0
2
7
）へ

　

当
日
会
場
に
て
、
と
ん
汁
無
料
サ
ー
ビ

ス
と
幼
児
先
着
五
十
人
へ
の
ダ
イ
ヤ
凧
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

3
月
15
日
㈰
午
前
10
時
（
午

前
9
時
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

◯
と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前
広

場
（
雨
天
の
場
合
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣

の
健
康
ド
ー
ム
内
で
開
催
）

◯
参
加
料　

無
料

※
参
加
者
全
員
に
「
参
加
賞
」
を
差
し
上

げ
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
凧
同
好
会
事
務

局
和
田
（
ま
る
ご
と
売
る
課
観
光
物
産

班
内
☎
55
8
1
8
0
）
へ

　

多
重
債
務
だ
け
で
な
く
雇
用
問
題
、
生

活
再
建
、
ロ
ー
ン
な
ど
く
ら
し
全
般
の
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

3
月
14
日
㈯
午
後
1
時
〜
4

時
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
3
階
研
修
室

◯
相
談
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
な
ま
は
げ
の
会

（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
2
2
5
3
）へ

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
、
国
際

理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
を
対
象
に
、
そ
の

事
業
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◯
募
集
期
限　

3
月
31
日
㈫

◯
実
施
時
期　

4
月
1
日
㈬
〜
平
成
28
年

3
月
31
日
㈭

◯
助
成
金
額　

助
成
対
象
総
額
の
う
ち
上

限
8
万
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
財

団
法
人
秋
田
県
国
際
交
流
協
会
（
☎

0
1
8
―
8
9
3
―
5
4
9
9
）
へ

　

広
報
ゆ
ざ
わ
二
月
十
五
日
号
に
記
載
し

た
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
4
ペ
ー
ジ
・
農
家
意
向
調
査
集
計
結
果
・

グ
ラ
フ
1
・
経
営
形
態

　

誤　

農
落
営
農

　

正　

集
落
営
農

■
4
ペ
ー
ジ
・
農
家
意
向
調
査
集
計
結
果
・

　

グ
ラ
フ
1
・
法
人
経
営
「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
の
数
値

　

誤　

空
欄

　

正　
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○と　き 3月15日㈰午前10時
※開会式終了後、ジャンプ実技指導を行います。
○ところ　愛宕山シャンツェ
○使用台　特設ミニミニジャンプ台（50㎝級・2ｍ級）、特設ミニジャン
プ台（4ｍ級・5ｍ級）、スモールジャンプ台（20ｍ級）
○参加料　無料
○対　象　市内在住の未就学児（年長）、小・中学生、一般
○申し込み　当日会場にて午前9時から受け付け
○問い合わせ　湯沢スキークラブ餅田（☎73‒1059）へ

　市では、市内小・中学校の体育施設を、前期（4月～9月）と後期（10月
～3月）に分けて夜間開放しています。平成27年度前期の利用希望団体を
募集します。利用する場合は申し込みが必要です。
　なお、希望日が集中した場合は、希望に添えないことがあります。
○開放期間 4月13日㈪～9月30日㈬／午後7時～9時30分
※学校によって利用期間・時間が異なります。詳細は下記へ問い合わせ
ください。
○開放校　【中学校】湯沢北、山田、雄勝、皆瀬
　　　　　【小学校】湯沢西、湯沢東、山田、三関、須川、稲庭、三梨、
　　　　　　　　　 川連、駒形、雄勝、皆瀬
○開放施設　体育館、雄勝中学校の武道館・グラウンド
○利用対象　継続的に体育施設を利用するスポーツ・レクリエーション
団体（市内に在住または通勤しているおおよそ10人以上で構成）
○申し込み方法　市ホームページから申込書をダウンロードするか、生
涯学習課スポーツ振興班または各生涯学習センターに備え付けの申込
書に必要事項を記入の上、下記へ申し込みください
○申込期限 ３月10日㈫
○申し込み・問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班（☎55-8286）、
湯沢生涯学習センター（☎73-1132）、稲川生涯学習センター（☎
42-5816）、雄勝生涯学習センター（☎52-2111）、皆瀬生涯学習セ
ンター（☎46-2033）へ

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ
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ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2015.03.01
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　スポーツ・レクリエーション活動の
推進と地域活性化のために活動するス
ポーツ推進委員を募集します。
○募集人数　男女とも若干名
○応募資格 ①市内に在住する20歳
以上の人（平成27年4月1日現在）
②社会的信望があり、スポーツに関
する深い関心と理解を有する人
③スポーツの実技指導・助言を行う
のに必要な熱意と知識を有する人
○任　期 4月1日～29年3月31日
○報　酬　活動に応じて支給
○活動内容　会議、研修、8人制バレー
ボール大会および各生涯学習セン
ター主催のスポーツイベントなど
○応募期間 3月2日㈪～16日㈪
○応募方法　応募用紙に必要事項を記
入の上、郵送またはファクスで下記
へ応募してください
※応募用紙は、市ホームページに掲載
するほか、スポーツ振興班窓口、総合
体育館、各生涯学習センターに設置。
○選考方法 書類選考・面接を行い、
結果は本人に書面にて通知します
○応募先・問い合わせ　生涯学習課ス
ポーツ振興班（☎55-8286）へ

　チャレンジデーは、毎年5月の最終水曜日に世界中で実施され、年
齢を問わず誰もが参加できる住民参加型のスポーツイベントです。
　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前0時から午後9時までの間
に15分以上継続して何らかの運動やスポーツをした住民の 「参加率
（％）」 を競い合い、その結果によって、金・銀・銅メダルの認定証
が授与されます。現在、チャレンジデーに向けての準備を各地域で
進めています。詳しくは次号のユースポでお知らせします。 
　みんなで湯沢市を全国へアピールしましょう。
○と　き ５月27日㈬
○問い合わせ　チャレンジデー実行委員会事務局
　　　　　　　（生涯学習課スポーツ振興班内☎55-8286）へ

ちびっ子ジャンプ教室とミニミニジャンプ大会兼東海林建杯争奪大会

ポポ 委員を募集委員を募集 すすます募集します員を員を募員ーツツスポ ツツスポーツ推進委員を募集しますますますススポーポーツツ推進推進進委 を募集募集しします

市市市市民総体参加者募集民総体参加者募集市民総体参加者募集民総体参加者募集市

小・中学校の体育施設を開放します

湯沢市チャレンジデ湯沢市チ ー2015開催 !
金メダル

みんなで目指せみんなで目指せみ
メダル金メダルメダルダル

ポ ツの力でで
スポーツの力でで
ポーツの力でで
スポスススポ

湯沢市スキー場情報湯沢市スキー場情報スキー場情報
3月1 ㈰営営

営 終

時）→

333月月11日日㈰㈰㈰ 了営業終了終営 終了
業終了営業終了業業終了終了

）時）→→時）

【図書館を活用しよう!⑥返却について】
　よく聞かれる質問についてお答えします。
Q夜間や休館日でないと返却できない場合はどうしたらいいですか？
A湯沢・雄勝図書館、稲川カルチャーセンター、皆瀬生涯学習センターの玄
　関前に設置している「ブックポスト（返却ボックス）」 に入れてください。
　借りた館にかかわらず、市内全館への返却が可能です。
　　ただし、ＣＤやＤＶＤなどの視聴覚資料と市外から取り寄せた本につい
　ては、汚破損の恐れがありますので、借りた館のカウンターへ直接返却し
　てください。

湯

雄
湯

皆

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

一人前になるための家事の図鑑
ゆでたまごひめとみーとどろぼーる
高崎山のベンツ　最後の「ボスザル」
いれて　いれて

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

家事の図鑑の会

苅田　澄子

江口　絵理

かとうまふみ

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

雄
皆

知っておきたい防災新常識大事典「おっさんレンタル」日記

　大震災から４年。被災地への思
いや震災への心構えを忘れてはな
らないという気持ちはあっても、
日常に追われる中で防災意識が薄
れつつあるのではないでしょうか。
本書では、最新の防災知識と、本
当に役立つ防災グッズを紹介。自
分、家族、そして地域を守るため
ぜひ読んでおきたい本です。

上橋菜穂子・荻原規子・佐藤多佳子

佐々木常夫

川上　弘美

小栗左多里＆トニー・ラズロ

湯

湯

稲
雄

皆

新新着着図書書案案内

雄

一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

トトイイ・・・・・・ トトンンンイベイベイベベ月の特集・イ・イベンベンベンントトベ トト・イベイベンベント

☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。

2015.03.01

国崎信江／監修
洋泉社MOOK
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　“おっさんレンタル”とは、１時間
1,000円で著者である西本氏の時
間を購入することです。このサービ
ス、そのほとんどの内容が「話を聞
いてほしい」 なのです。亡き父に
ある報告をしたい青年、医者にな
るかどうか悩む医大生。あなたな
ら、１時間をどう使いますか？

と　き：3月7日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館 児童コーナー   

西本貴信／著
大和書房

と　き：3月28日㈯ 午前10時30分
ところ：湯沢図書館 児童室

みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みん

三人寄れば､物語のことを

実践７つの習慣　何を学び、いかに生きるか

水声

さおり＆トニーの冒険紀行　タイで大の字

春 」
般 入園・入学特集」

児　童　児 童児　 本春を待ちわびて…変わっていく季節の絵本春を待ちわびて…変わっていく季節の絵本変 季節 絵本」」
一　般　般一 入園・入学特集入園・入学特集入園・入学特集特集」」 般

」」」
一　般般一

○おわびと訂正

▲雄勝図書館のブックポスト。雄勝文化会館正
　面玄関前に設置しています

広報ゆざわ2月1日号に記載した内容に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。
11ページ・上段・新着本「宇喜多の捨て嫁」の紹介内容

誤 『嫁の嫁ぎ先を攻め滅ぼすことも厭わず』
正 『娘の嫁ぎ先を攻め滅ぼすことも厭わず』



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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杉沢裏第１

下　　　町

御囲地町第１

元　清　水

平清水新町第１

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　　　村

松　橋　２

縦　小　路

下　　　宿

仙　　　道

横　小　路

90

69

77

86

83

88

2. 2

2. 2

2. 3

2. 5
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■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

寺　　　町

浅　　　萩

宮　　　内

夜　　　幅

中　　　島中 島

川　　　井

湯　　　端

81

75

91

77

8686

61

86
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■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

板　　　戸

菅　　　生

ケアハウス寿郷

小　　　安

84

77

90

96

2. 4

2. 7

2. 9

2. 9

富　三

惣十郎

本　人

清

●湯沢地域地域地域地域地域地域域域域域域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　たすく

そ　ら

加 納　　 匡くん

藤 原 えみりちゃん

柴 田　颯 楽くん

1.18

1.29

2. 4

町第２の１町町町町町町町町水町水町水水水水水水清水

田町第１田田田田田田西田西田西田西田西田西田西田西西西西

松　　　浦

大大大大大大大大大大輔大輔大輔輔輔輔輔輔輔さん・静佳さん

良太良太良太良太良太良太良太太太太太太太太太太太太さささささささんさん・磨子さん

大さん・恵利子恵利子利子利子利子利子子子さんさんさんさん
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陽　子

茂　夫

篤

紀　子

奈保子

黒田務黒田務

秀　夫

昌　男

本　人

直　毅

敬　吉

敏　行

毅

美津子

本　人

本　人

●●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ゆうた

しょうと

菅 　　優 太くん

小 松　聖 斗くんんんん

1 291 291 291.291.291.291.291.291.291.29.29.2

1.30

夜　　　幅

役　　　内

優幸さん・美紀子さん

太太祐太祐太祐太祐祐祐祐祐祐祐祐祐祐祐祐祐 さん・遥さん

川原田 朔 郎さん

佐 藤　禮 子さん

小田原 啓 治さん

冨 沢　英 子さん

岩 崎　　 愛さん

小小 川　チ川 チ ヤヤさんさん

佐 藤　フ ジさん

佐 藤　健 藏さん

渡 部　ヨ シさん

井 上　昭 三さん

佐 藤 アキノさん

松 田　八 重さん

下 嶋　良 夫さん

松 髙　祐 介さん

佐々木 隆 司さん

大 沼　文 子さん

阿 部 フミ子さん

阿 部　　 忠さん

阿 部　京 子さん

小野寺 榮 作さん

佐々木 牧 夫さん

阿 部 千代子さん

2月15日届け出分まで

2月15日届け出分まで

髙 橋　幸 子さん

佐 藤 カチ子さん

小野寺ハルノさん

伊 藤　フ ヨさん

誠

久

敏　也

弘　子

池　夫

和　幸

大 友 宇一郎さん

由 利 喜一郎さん

吉 田 アイ子さん

　 　 愼さん

兼兼 子子 セイ子セイ子さんさん

阿 部　光 博さん

鈴 木 敬 教さん

キ　ミ

本　人

芳　彦

聖　博

典　生典 生

　多喜子

本　人

月月3
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○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ
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○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

3月18日㈬

3月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

21日㈯
22日㈰

13日㈮
１３：３０～１４：３０
１５：２０～１６：００
１０：００～１１：４０
１３：００～１６：００

湯 沢 警 察 署
医療法人仁恵会佐藤病院

よ ね や 千 石 大 橋 店
（ふれあい献血キャンペーン）

全血

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後１時間３０分～3時30分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・親子運動遊び
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後５時

●ピラティス教室〔稲川農村環境改善センター〕
●市民総体ソフトバレーボール大会〔総合体育館〕
●稲川スキー大会〔稲川スキー場〕
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後1時30分～3時30分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／お別れ音楽会
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後５時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
○湯沢図書館休館日
●市民総体ミニミニジャンプ大会兼東海林建杯争奪大会
　〔愛宕山シャンツェ〕
●市民総体6人制バレーボール大会〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　田尻歯科医院（湯沢／☎721288／
　午前９時～正午）
●郡市新人ミニバスケットボール大会（～22 日）〔総合体育館〕　

●稲川スキー場営業終了日

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

●「スポーツを楽しむ日」（一般開放）〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●湯沢スキー場、小安温泉スキー場営業終了日
●湯沢市フットサル選手権〔総合体育館〕

○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後５時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
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　代表の藤原さんは今後の活動内容を
説明した後、会員と一緒に童歌を歌っ
ていました。

　
十
一
月
十
八
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京

都
千
代
田
区
）で
、第
三
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

ア
ワ
ー
ド
表
彰
式
（
主
催
厚
生
労
働
省
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
か
ら
加
わ
っ
た
「
介
護
予
防
・
高
齢

者
生
活
支
援
分
野
」
の
団
体
部
門
で
、『
三
関
昔
を

語
る
会
』
が
厚
生
労
働
省
老
健
局
長
優
良
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
、
介
護
予
防
・
高
齢
者
生
活
支
援
に
関
し
て
優
れ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
、
団
体
、
自
治
体

を
表
彰
す
る
制
度
で
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
厚
生
労

働
省
が
推
進
し
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
掲
げ
る
四
つ
の
テ
ー
マ
（
適
度
な

運
動
、適
切
な
食
生
活
、禁
煙
、健
診
・
検
診
の
受
診
）

を
中
心
に
健
康
増
進
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
へ
の
貢

献
な
ど
優
れ
た
啓
発
・
取
り
組
み
活
動
を
表
彰
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
受
賞
し
た
『
三
関
昔
を
語
る
会
』
は
、
月
に
一
回
、

三
関
地
区
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
外
出
の
機
会
が
な
い
高
齢
者
が
お
互
い
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
送
迎
し
合
い
な
が
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
会
合
で
は
、
昔
の
地
域
の
祭
事
・
行
事
や

出
来
事
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
、
健
康
や
介
護
予

防
な
ど
の
講
話
を
聞
い
た
り
、
童
歌
を
歌
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
時
間
を
一
時
間
半
と
決
め
て
い
て
、
途

中
に
休
憩
を
入
れ
て
お
茶
を
飲
む
な
ど
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
藤
原
さ
ん
に
『
三
関
昔
を
語
る
会
』
の
立

ち
上
げ
の
き
っ
か
け
な
ど
を
伺
う
と
「
会
が
で
き
る

以
前
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー
に
高
齢
者
が
集
ま
り
、
地

区
の
昔
話
を
語
っ
た
り
、
童
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
定
期
的
に
行
い
た
い
と
い
う
要
望
が
強

く
な
り
、
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
活
動
を

開
始
し
て
か
ら
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
活
動

し
て
き
た
中
で
一
番
の
思
い
出
は
、
約
十
年
前
に
会

員
か
ら
鉛
筆
で
書
い
た
心
の
こ
も
っ
た
感
謝
状
を
い

た
だ
い
た
こ
と
か
な
」
と
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
な

が
ら
、
そ
の
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
七
月
に
は
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
健
康
大

学
で
「
戦
後
七
十
年
」
を
、
十
月
に
は
、
湯
沢
で
養

蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
の
記
録
な
ど
を
基
に
「
養
蚕

の
王
国
湯
沢
」
と
題
し
て
、
講
話
を
開
催
す
る
計
画

を
立
て
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　「
高
齢
者
は
み
ん
な
で
話
し
た
り
、
歌
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
元
気
が
出
て
き
ま
す
。
会
の
活
動
が
介

護
予
防
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
を
常
に
考
え
、
自
分

自
身
も
楽
し
み
な
が
ら
企
画
し
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
さ
ら
に
先
を
見
据

え
た
活
動
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
憩
い
の
場
作
り
を
続
け
て
い
き
た
い

三
関
昔
を
語
る
会
代
表
　
藤
原
璋
治
さ
ん
（
75
）

ふ
じ
わ
ら

し
ょ
う
じ

よ
う

さ
ん
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